
考え，授業実践を行う。また，教師の手立てを

考える際には，事前のアンケート等での実態把

握を生かし，子どもの実態に照らし合わせて，

適当なものを構想できるようにする。

なお，授業実践は，第５学年，ボール運動単

元「フライング・ディスク」，第５・６学年（複

式），体つくり運動単元「マイペースランニン

グ」の２つを行った。

・研究の成果と課題の考察・まとめ（１２月）

授業実践をとおして，見られた子どもの姿や

表現物等から，教師の手立ては，上記５つの姿

を繰り返し，豊かに具現化することに効果的で

あったかどうかについて考察し，成果と課題を

明らかにする。また，事後アンケートの結果か

らも考察する。

 

２２．．授授業業のの構構想想

２２．．１１．．第第５５学学年年

ゴール型ゲーム 
（フライング・ディスク） 

 

２２．．１１．．１１．．引引きき出出ししたたいい『『探探究究』』のの姿姿

５年生「ゴール型ゲーム フライング・ディスク」

の単元において，子どもたちの引き出したい『探究』

の姿を以下のように設定した。 
 

ややりりたたくくななるる（（主主体体））…自分が思い描いた場所にパ

スしたり，練習試合では，チームで協力して得点に

つなげる楽しさを味わったりしている。

かかかかわわるる（（協協働働））…自分もチームの一員であること

を意識して活動したり話し合ったりして，チームの

課題や作戦を立てたり，役割を決めたりして解決し

ようとしている。

わわかかるる・・ででききるる（（活活用用））…アルティメットのルール

を理解した上で，セルフジャッジを行い，空いてい

るところを見つけてパスを出したり，移動したりし

ている。

ふふりりかかええるる（（省省察察））…俯瞰の時間には，友達の良い

ところを見つけたり，上手くいかないところ改善で

きるように話し合いをしたりする。また，次回につ

なげられるようにする。

２２．．１１．．２２．．ししかかけけ

設定した『探究』の姿を引き出すために以下のし

かけを考えた。

ややりりたたくくななるる（（主主体体））しかけ

できるだけ全体で集合する時間を省くことによ

って，活動する時間を増やす。パスが続くことで“つ

ながる楽しさ”を感じられるように朝練習の時間を

設ける。また，日本フライングディスク協会の方を

ゲストティーチャーに招き，指導していただく。

かかかかわわるる（（協協働働））しかけ

チームでの活動を大切にし，準備体操からチーム

ごとに分かれて行う。また，練習でも試合でも前向

きな声かけをし合うことを忘れず，意思の疎通を意

識して行うようにする。

わわかかるる・・ででききるる（（活活用用））しかけ

練習試合・試合にて前半・後半でメンバーの入れ

替えを行うことで，外から試合の様子を俯瞰し，友

達の良い動きや上手くいかないところをどのよう

にすればよいか試合後に話し合う時間を設ける。

ふふりりかかええるる（（省省察察））しかけ

俯瞰の時間に教師が積極的に関わり，チームの良

かったところや上手くいかなかったところを話し

合わせ，それを価値づける。授業終了後の振り返り

の時間を確保することで，撮影した動画を見返した

り，チームで話し合ったりすることでより良い活動

に繋げる。

３３．．授授業業のの実実際際

３３．．１１．．学学習習過過程程（（全全９９時時間間））

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第一次 オリエンテーション（ 時間）

・アンケート，ディスクのパス（スロー）・キャッ

チ・カットの練習，ルールを知る

第二次 チームで準備体操・話し合い・練習 練

習試合（ 時間）

・自分が思い描いた場所にパスをする，ディスク

の落下地点を予想してキャッチする

・ディスクを持たないときにはどのように動けば

よいか考えて，仲間に声をかけて動く

・練習試合に参加したり，俯瞰したりする際，ど

のように動けばよいか考え，仲間に伝える

子どもが『探究』する体育科の授業づくり

～ 子どもの５つの姿を豊かにする「しかけ」～

芝崎 円 中山 和幸

  
子どもが『探究』する体育科の授業づくりを実現するために，体育科の授業場面において，「やりたくな

る」「かかわる」「わかる」「できる」「ふりかえる」の５つの子どもの姿を豊かにすることができる「しかけ」

を考え，第５学年「フライング・ディスク」，第５・６学年（複式）「マイペースランニング」の実践を行っ

た。また，「しかけ」を考える際には，子どもの実態把握を大切にし，子どもの実態に応じた「しかけ」を

行うことができるようにした。その結果，教材選定を含む教師の様々な手立てと実態が合致した際には，

『探究』する子どもの姿を引き出すことができることが明らかになった。適切な「しかけ」を施し，子ども

が『探究』する授業を実現するには， 子どもの実態把握，めざす子どもの姿を明らかにすることはもちろ

ん，その上で「活動時間の確保」や「人的環境を整える」ことが極めて重要であることが明らかになった。

しかし，これらのしかけは，子どもが『探究』するための必要条件であり，十分条件を満たすようなしかけ

が求められる。

 
キーワード：探究，しかけ，フライング・ディスク，マイペースランニング 
 

１１．．研研究究内内容容・・方方法法

１１．．１１．．研研究究内内容容

本研究は，体育科の授業場面において，子どもが

『探究』する授業づくりを実現するための教師の手

立て（しかけ）を明らかにすることを目的として取

り組むものである。 
本校は，『探究』を以下のように定義している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
このように，主体・協働・活用・省察の４つの姿

が繰り返し，豊かに具現化している学びが『探究』

であると捉えている。

このことを受け，体育部では，「主体」「協働」「活

用」「省察」の４つの姿を，研究発信の観点からより

平易で大勢が理解しやすい「やまとことば」に換言

し，「やりたくなる」「かかわる」「わかる」「できる」

「ふりかえる」といった５つの姿に捉え直しを行っ

た上で実践に取り組んでいる。また，換言する際に

は，上記４つの姿は，学びの場面における子どもの

姿であることから，子どもを主語とし，学習者の視

点からの言葉になるようにした（表１）。

 
表１ 「主体」「協働」「活用」「省察」の換言

 
 

１１．．２２．．研研究究方方法法

１１．．２２．．１１．．研研究究のの手手順順

・研究理論を基にした授業実践（６月～１１月）

まず，子どもの実態把握を子どもに対する事

前のアンケート等で行い，それらの結果や本校

学校提案にある指標を基にし，「やりたくなる」

「かかわる」「わかる」「できる」「ふりかえる」

といった５つの子どもの姿について，本単元で

めざす姿を設定する。

次に，設定した５つの姿がより豊かに繰り返

しあらわれるように教師の手立て（しかけ）を

探究とは 
自ら課題を見つけ，既有の知識・技能を活用し

ながら主体的に考え判断したり，協働したり，自
己の学びを省察したりし，よりよく課題（問題）
を解決する学び
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考え，授業実践を行う。また，教師の手立てを

考える際には，事前のアンケート等での実態把

握を生かし，子どもの実態に照らし合わせて，

適当なものを構想できるようにする。

なお，授業実践は，第５学年，ボール運動単

元「フライング・ディスク」，第５・６学年（複

式），体つくり運動単元「マイペースランニン

グ」の２つを行った。

・研究の成果と課題の考察・まとめ（１２月）

授業実践をとおして，見られた子どもの姿や

表現物等から，教師の手立ては，上記５つの姿

を繰り返し，豊かに具現化することに効果的で

あったかどうかについて考察し，成果と課題を

明らかにする。また，事後アンケートの結果か

らも考察する。

 

２２．．授授業業のの構構想想

２２．．１１．．第第５５学学年年

ゴール型ゲーム 
（フライング・ディスク） 

 

２２．．１１．．１１．．引引きき出出ししたたいい『『探探究究』』のの姿姿

５年生「ゴール型ゲーム フライング・ディスク」

の単元において，子どもたちの引き出したい『探究』

の姿を以下のように設定した。 
 

ややりりたたくくななるる（（主主体体））…自分が思い描いた場所にパ

スしたり，練習試合では，チームで協力して得点に

つなげる楽しさを味わったりしている。

かかかかわわるる（（協協働働））…自分もチームの一員であること

を意識して活動したり話し合ったりして，チームの

課題や作戦を立てたり，役割を決めたりして解決し

ようとしている。

わわかかるる・・ででききるる（（活活用用））…アルティメットのルール

を理解した上で，セルフジャッジを行い，空いてい

るところを見つけてパスを出したり，移動したりし

ている。

ふふりりかかええるる（（省省察察））…俯瞰の時間には，友達の良い

ところを見つけたり，上手くいかないところ改善で

きるように話し合いをしたりする。また，次回につ

なげられるようにする。

２２．．１１．．２２．．ししかかけけ

設定した『探究』の姿を引き出すために以下のし

かけを考えた。

ややりりたたくくななるる（（主主体体））しかけ

できるだけ全体で集合する時間を省くことによ

って，活動する時間を増やす。パスが続くことで“つ

ながる楽しさ”を感じられるように朝練習の時間を

設ける。また，日本フライングディスク協会の方を

ゲストティーチャーに招き，指導していただく。

かかかかわわるる（（協協働働））しかけ

チームでの活動を大切にし，準備体操からチーム

ごとに分かれて行う。また，練習でも試合でも前向

きな声かけをし合うことを忘れず，意思の疎通を意

識して行うようにする。

わわかかるる・・ででききるる（（活活用用））しかけ

練習試合・試合にて前半・後半でメンバーの入れ

替えを行うことで，外から試合の様子を俯瞰し，友

達の良い動きや上手くいかないところをどのよう

にすればよいか試合後に話し合う時間を設ける。

ふふりりかかええるる（（省省察察））しかけ

俯瞰の時間に教師が積極的に関わり，チームの良

かったところや上手くいかなかったところを話し

合わせ，それを価値づける。授業終了後の振り返り

の時間を確保することで，撮影した動画を見返した

り，チームで話し合ったりすることでより良い活動

に繋げる。

３３．．授授業業のの実実際際

３３．．１１．．学学習習過過程程（（全全９９時時間間））

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第一次 オリエンテーション（ 時間）

・アンケート，ディスクのパス（スロー）・キャッ

チ・カットの練習，ルールを知る

第二次 チームで準備体操・話し合い・練習 練

習試合（ 時間）

・自分が思い描いた場所にパスをする，ディスク

の落下地点を予想してキャッチする

・ディスクを持たないときにはどのように動けば

よいか考えて，仲間に声をかけて動く

・練習試合に参加したり，俯瞰したりする際，ど

のように動けばよいか考え，仲間に伝える

子どもが『探究』する体育科の授業づくり

～ 子どもの５つの姿を豊かにする「しかけ」～

芝崎 円 中山 和幸

  
子どもが『探究』する体育科の授業づくりを実現するために，体育科の授業場面において，「やりたくな

る」「かかわる」「わかる」「できる」「ふりかえる」の５つの子どもの姿を豊かにすることができる「しかけ」

を考え，第５学年「フライング・ディスク」，第５・６学年（複式）「マイペースランニング」の実践を行っ

た。また，「しかけ」を考える際には，子どもの実態把握を大切にし，子どもの実態に応じた「しかけ」を

行うことができるようにした。その結果，教材選定を含む教師の様々な手立てと実態が合致した際には，

『探究』する子どもの姿を引き出すことができることが明らかになった。適切な「しかけ」を施し，子ども

が『探究』する授業を実現するには， 子どもの実態把握，めざす子どもの姿を明らかにすることはもちろ

ん，その上で「活動時間の確保」や「人的環境を整える」ことが極めて重要であることが明らかになった。

しかし，これらのしかけは，子どもが『探究』するための必要条件であり，十分条件を満たすようなしかけ

が求められる。

 
キーワード：探究，しかけ，フライング・ディスク，マイペースランニング 
 

１１．．研研究究内内容容・・方方法法

１１．．１１．．研研究究内内容容

本研究は，体育科の授業場面において，子どもが

『探究』する授業づくりを実現するための教師の手

立て（しかけ）を明らかにすることを目的として取

り組むものである。 
本校は，『探究』を以下のように定義している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
このように，主体・協働・活用・省察の４つの姿

が繰り返し，豊かに具現化している学びが『探究』

であると捉えている。

このことを受け，体育部では，「主体」「協働」「活

用」「省察」の４つの姿を，研究発信の観点からより

平易で大勢が理解しやすい「やまとことば」に換言

し，「やりたくなる」「かかわる」「わかる」「できる」

「ふりかえる」といった５つの姿に捉え直しを行っ

た上で実践に取り組んでいる。また，換言する際に

は，上記４つの姿は，学びの場面における子どもの

姿であることから，子どもを主語とし，学習者の視

点からの言葉になるようにした（表１）。

 
表１ 「主体」「協働」「活用」「省察」の換言

 
 

１１．．２２．．研研究究方方法法

１１．．２２．．１１．．研研究究のの手手順順

・研究理論を基にした授業実践（６月～１１月）

まず，子どもの実態把握を子どもに対する事

前のアンケート等で行い，それらの結果や本校

学校提案にある指標を基にし，「やりたくなる」

「かかわる」「わかる」「できる」「ふりかえる」

といった５つの子どもの姿について，本単元で

めざす姿を設定する。

次に，設定した５つの姿がより豊かに繰り返

しあらわれるように教師の手立て（しかけ）を

探究とは 
自ら課題を見つけ，既有の知識・技能を活用し

ながら主体的に考え判断したり，協働したり，自
己の学びを省察したりし，よりよく課題（問題）
を解決する学び
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ルティメットであれば７人対７人であるが，人数

を少なくすることにより，一人一人がディスクを

触る回数を増やし，活動量を多くすることができ

た。

また，コート外から自分のチームがプレーする

様子を俯瞰することで，友達の良い動きを見つけ

たり，上手くいかなかったところをどのようにす

ればよいか考えて話し合ったりすることで，より

良い活動に繋げることができた。より具体的な場

面を提示しながら話し合えるよう，作戦ボードの

活用，パス・得点表（図４）と試合の様子を記

入，動画の撮影をするようにした。話し合いの

際，中には対戦チームによって作戦を立てている

チームも見られた（図５）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかけが有効に働いたところもあったが，敗因

について，パスが上手くつながらなかったため練

習不足だという主張があったり，作戦通りに動け

なかったからだという主張があったりするなどチ

ーム内で意見が分かれる場面があった。そういっ

た中で，全体としてなかなかディスクを前に運べ

ない状況があった。そこで，追加ルールとして，

仲間からのパスを一度キャッチミスしてもその場

でキャッチミスした者がすぐにディスクを拾い，

プレーを続行することができることを加えた。

その結果，どこまでを許容すればいいのか分かり

にくいとの意見が出たため，元通りのルールとな

ったこともあった。作戦を立てたり，役割を決め

たりすることも引き出したい探究の姿であったた

め，このチームには具体的な作戦の立て方や役割

の決め方を指導し，その練習をさせるべきであっ

た。

【子どもの振り返り】 
 
 
 
 
 
 
 
 
この振り返りからは，相手チームの動きや考えを 

予想し，作戦を立てている様子がうかがえる。ま 
た，具体的な役割を決めている様子も見て取れ 
る。さらに，この振り返りを書いた子どもが所属 
するチームでの話し合いの時間には，後半のメン 
バーと作戦を練り直す姿が見られた。これらのこ 
とから，本実践におけるかかわるしかけは，チー

ムの一員であることを意識して活動したり話し合

ったりする」，「チームの課題は作戦を立てたり，

役割を決めたりして解決しようとする」の２つの

姿を具現化することに有効であったと考える。

 

わわかかるる・・ででききるる（（活活用用））

わかる・できる姿として「ルールを理解した上

で，セルフジャッジを行う」，「空いているところ

を見つけてパスを出したり，移動したりしてい

る」の２つの姿を設定した。

セルフジャッジについては，前単元のバスケッ

トボールから行っており，大まかなルールは「４

人対４人で前半４分，話し合い２分，後半４分で

メンバーを入れ替えての１試合」，「ボール（ディ

スク）を持っている者は動けない」，「ボール（デ

ィスク）を６秒以上保持し続ける・ファールす

る・コート外へボール（ディスク）が出る場合

は，相手ボールになる」，「ディフェンスは１ｍ以

上近づかない」，「ディスクを持っている者から奪

わない・はたかない」，「ピボットはしてもよい」

である。ディスクを持っている者に１ｍ以上近づ

かないこととファールした場合は相手ボールにな

ることについては，試合後に負けたチームからの

主張が多かったために，本実践ではもう１度セル

フジャッジとは，ルールを理解し守ることが前提

であることを説明し，「ディスクが落ちた場合は相

手ボールになる」を追加した。試合中に揉めるこ

ともあったが，その場合は撮影している動画で確

認したり，相手チームの主張を受け入れて相手ボ

ールから始めたりと，できる限り子ども主体で解

決するよう促した。ななは，時折不満をぶつけて

くるものの，前単元より格段にその回数は減っ

た。全体的にファールが減ったこともこのことに

関連があったように思われる。

図４ パス・得点表を見てい

る様子

図５ 作戦を立てている様子

 
 
 
 
 

３３．．２２．．『『探探究究』』のの姿姿

ややりりたたくくななるる（（主主体体））

やりたくなる姿として，「自分が思い描いたとこ

ろへパスをする」，「チームで協力して得点につな

げる楽しさを味わう」の２つの姿を設定した。

本実践を始めるにあたって，ディスクの選択は

児童が行った。ディスク１（ドッジビー ．

㎝）とディスク２（スポーツディスク ㎝）を

比べ，ディスク２は，「当たったら痛そう。」，「受

け取るのがこわい。」といった意見が出た。

図１ ディスク１ 図２ ディスク２

よって第一次では，ディスク１を用いて授業を

行った。しかし，この日は風が強く，ディスクの

飛距離が思うように出ず，なかなかパスが相手へ

届かない・コントロールしにくい状況であった。

授業後，もう一度ディスクについて話し合い，第

二次からはディスク２を用いることとなった。不

安要素である痛さや怖さを軽減するために，各自

手袋をつけることにした。ディスク１と比べ，児

童らのパスは積極的なものとなった。飛距離が出

る分，「もっと遠くへ飛ばしたい。」という気持ち

が生まれ，ロングパスをしようとする児童が見受

けられたが，コントロ―ルが落ちる分，パスが続

かないことが見受けられた。そのため「相手を見

てパスをすること。」，「重心を前にパスすること」

等を中心に指導にあたった。

しかけとして，できるだけ全体で集合する時間

を省き，練習時間を多くとれるようにした。チー

ムでのパス練習の際には，円になる・ディスク２枚

でパスをする・対面でパスをする・ドッグラン

（ペアになり，片方はできるだけ遠くへディスク

を投げ，もう片方は走ってキャッチしに行く）・ホ

ットボックス（チームで半分に分かれ，ハーフコ

ートで攻守の練習をする 図３）を中心にドリル

練習を行い，自分が思い描いたところへパスを出

せるよう練習した。

図３ ホットボックスでのパス練習

練習試合では，初めの頃は２，３点しか取れて

いなかったが５点以上取るチームが増えてきた。

キャッチしてすぐにパスを出すチーム，短いパス

をつなぐチーム，一気にゴールゾーンまでロング

パスを出すチーム，対戦相手が取りにくいように

低めにパスを出すチームというように，それぞれ

のチームで様々なパスの特徴があり，得点につな

げる楽しさを味わった。また，コートの大きさを縦

，横 とした。本来のアルティメットより小

さくし，少ない回数でゴールゾーンまでパスをつ

なげられるようにした。前単元のバスケットボー

ルの際，ボールを持っていると視野が狭くなり，

縦のパスが目立ったので，正方形に近い形にする

ことで，ディスクを持っていない者が対戦相手の

視線をかいくぐり，コートを広く使えるよう設定し

た。

 
【子どもの振り返り】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上のようなしかけを行った結果，子どもの振

り返りから，子どもが練習を重ねるごとに上達し

ていくことを感じ，パスがつながることで楽しさ

を感じている様子がうかがえた。

かかかかわわるる（（協協働働））

かかわる姿として，チームの一員であることを

意識して活動したり話し合ったりする」，「チーム

の課題は作戦を立てたり，役割を決めたりして解

決しようとする」の２つの姿を設定した。

本実践では，前単元のバスケットボールに続き，

１チーム７人制で行った。試合形式は，４人対４

人で行い，前半４分・話し合い２分・後半４分で

メンバーを入れ替えての１試合とした。本来のア
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ルティメットであれば７人対７人であるが，人数

を少なくすることにより，一人一人がディスクを
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際，中には対戦チームによって作戦を立てている

チームも見られた（図５）。
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ムになることは避けている。チームでの活動時間を

長くすることで，一人一人がチームの一員であるこ

とを自覚し，それぞれの『探究』する姿が見られ，

積極的に参加することができていた。また，前単元

よりも俯瞰の時間を重要とみなし，普段接する機会

の少ない者同士でも話し合いをしたり，前向きな声

かけをしたりする姿が見られた。

５５．．フフラライインンググ・・デディィススククのの成成果果とと課課題題

設定した『探究』の姿を引き出すためのしかけに

ついての成果と課題である。

朝練習の時間を設けたり，全体で集合する時間を

できるだけ省いたりすることによって，パス練習の

時間を十分確保することができた。また，ゲストテ

ィーチャーを招くことによって，子どもたちの意欲

が増したように感じた。 
その一方で課題に感じたことは，練習試合におけ

る女子の活躍である。練習では積極的に取り組む姿

が見られたが，試合となると消極的になってしまう

姿が多く見られた。男子14 名，女子14名の計28
名であるため，チームにおける男女の割合はほとん

ど等しい。 
ルールの変更も試みたが，「パスもしっかりつない

でいきたい。」という思いをもつ子も多かったので，

自信をもって取り組めるようにしていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察でも述べたように，チーム編成の際，普段と

もに行動をしている児童同士が同じチームになる

ことはできるだけ避けている。２学期も後半となっ

てきているので，グループの固定化はあるものの，

クラスの仲は深まってきている。チームの課題につ

いて話し合いで意見が割れてしまうこともあった

が，他の教科では消極的で，自身の意見をあまり述

べることのない児童が積極的に話し合いに参加し

ている姿が見られた。具体的な作戦の立て方や役割

の決め方を指導 
し，その練習をさせるべきであったことが課題だ 
が，新たな一面を見ることのできる場面もあった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前単元のバスケットボールでは，セルフジャッジ

が上手くいかず，チーム同士で揉めることが多かっ

た。そのことを踏まえ，単元の初めの時間に俯瞰の

時間が重要であることや話し合いの時間をきちん

と設けることを児童と確認した。そうすると，試合

では女子の活躍があまり見られなかったが，俯瞰の

際，試合に出ている仲間へ声かけする姿や試合後に

作戦を提案する姿が多く見られた。分析がよくでき

ている分，試合でもあいているところへ移動してパ

やりたくなる（主体）

設定した『探究』の姿

自分が思い描いた場所にパスしたり，練習試合

では，チームで協力して得点につなげる楽しさを

味わったりしている。

しかけ

できるだけ全体で集合する時間を省くことによ

って，活動する時間を増やす。パスが続くことで

“つながる楽しさ”を感じられるように朝練習の

時間を設ける。また，アルティメット協会の方をゲ

ストティーチャーに招き，指導していただく。

かかわる（協働）

設定した『探究』の姿

自分もチームの一員であることを意識して活動

したり話し合ったりして，チームの課題解決に向

けた作戦を立てたり，役割を決めたりしようとし

ている。

しかけ

チームでの活動を大切にし，準備体操からチー

ムごとに分かれて行う。また，練習でも試合でも

前向きな声かけをし合うことを忘れず，意思の疎

通を意識して行うようにする。

しかけ

チームでの活動を大切にし，準備体操からチー

ムごとに分かれて行う。また，練習でも試合でも

前向きな声かけをし合うことを忘れず，意思の疎

通を意識して行うようにする。

わかる・できる（活用）

設定した『探究』の姿

アルティメットのルールを理解した上で，セル

フジャッジを行い，あいているところを見つけて

パスを出したり，移動したりしている。

しかけ

練習試合・試合にて前半・後半でメンバーの入

れ替えを行うことで，外から試合の様子を俯瞰し，

友達の良い動きや上手くいかないところをどのよ

うにすればよいか試合後に話し合う時間を設け

る。

また，前単元で身に付けた「ボールの近くに集

まらず，ディフェンスをしたり，ゴール付近まで

移動したりする」も，初めのうちはパスの飛距離

が出ず，パスミスも多かったため，上手く活かす

ことができなかった（図６）。しかし，練習を重

ねるにつれ，ディスクを持っていない者が空いて

いるところを見つけて移動したり，ディスクを持

っている者が空いているところを見つけてパスを

出して仲間を移動させるプレーも見られるように

なった（図７）。

図６ ディスクの近くに集まっている様子

図７ 空いているところにパスを出す様子

本実践において，ゲームを見ることやゲーム後の振

り返りを行うことで特に「わかる」姿を引き出したい

と考えたが，このようなしかけでは，不十分であった

ように思われる。 
むしろ，わかる・できる姿を引き出すためには，繰

り返し練習することがやはり有効な手立てであったよ

うに思われる。 
一方で，セルフジャッジを行うことについては，教

師が介入し，「ルールを守る」といったマナー面の大切

さを子どもに自覚させることでセルフジャッジを行う

土台となるマナーが整ったと考えられる。 

ふふりりかかええるる（（省省察察））

ふりかえる姿として，「俯瞰の時間には，友達の

良いところを見つけたり，上手くいかないところ

を改善できるように話し合いをしたりする」，「次

回につなげられるようにする」といった２つの姿

を設定した。

先述したように，俯瞰の時間を上手く活用でき

ていたチームとそうでないチームがあった。パス

の際，相手の名前を呼んでいるチームもあるが，

あるチームでは俯瞰していた子どもが，「（試合

中に）パスをする時，相手の名前を呼んではどう

か。」と提案していた。話し合いの末，プレーして

いたりゅうたが，「対戦相手に分かってしまうから

やめておこう。」と言ったことで結論に至ったのだ

が，前単元同様に毎回チームの主となってプレー

している姿が見られた。また，話し合いの中で実

戦をもとに意見する姿も見られた（図８）。

授業終わりには毎回 分程度，ロイロノート

を用いて振り返りをする時間を確保した。自分や

自分のチームの反省，仲間の良いところ，そして

どの子も次回への意欲が見られた。

図８ 話し合っている様子

【子どもの振り返り】 

この振り返りからは，俯瞰の時間をしっかり使い，

グループごとの特徴をよく捉えている様子がうか

がえる。また，それ以外でも自分達のチームの課題

についても話し合いをし，次回へつなげようとして

いる様子がうかがえることから，俯瞰の時間をつく

ることが子どものふりかえる姿を豊かにすること

につながる考えられる。

４４．．授授業業のの考考察察

本実践では教師が意図的にチーム編成を行い，特

に普段ともに行動をしている児童同士が同じチー
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ムになることは避けている。チームでの活動時間を

長くすることで，一人一人がチームの一員であるこ

とを自覚し，それぞれの『探究』する姿が見られ，

積極的に参加することができていた。また，前単元

よりも俯瞰の時間を重要とみなし，普段接する機会

の少ない者同士でも話し合いをしたり，前向きな声

かけをしたりする姿が見られた。

５５．．フフラライインンググ・・デディィススククのの成成果果とと課課題題

設定した『探究』の姿を引き出すためのしかけに

ついての成果と課題である。

朝練習の時間を設けたり，全体で集合する時間を

できるだけ省いたりすることによって，パス練習の

時間を十分確保することができた。また，ゲストテ

ィーチャーを招くことによって，子どもたちの意欲

が増したように感じた。 
その一方で課題に感じたことは，練習試合におけ

る女子の活躍である。練習では積極的に取り組む姿

が見られたが，試合となると消極的になってしまう

姿が多く見られた。男子14 名，女子14名の計28
名であるため，チームにおける男女の割合はほとん

ど等しい。 
ルールの変更も試みたが，「パスもしっかりつない

でいきたい。」という思いをもつ子も多かったので，

自信をもって取り組めるようにしていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察でも述べたように，チーム編成の際，普段と

もに行動をしている児童同士が同じチームになる

ことはできるだけ避けている。２学期も後半となっ

てきているので，グループの固定化はあるものの，

クラスの仲は深まってきている。チームの課題につ

いて話し合いで意見が割れてしまうこともあった

が，他の教科では消極的で，自身の意見をあまり述

べることのない児童が積極的に話し合いに参加し

ている姿が見られた。具体的な作戦の立て方や役割

の決め方を指導 
し，その練習をさせるべきであったことが課題だ 
が，新たな一面を見ることのできる場面もあった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前単元のバスケットボールでは，セルフジャッジ

が上手くいかず，チーム同士で揉めることが多かっ

た。そのことを踏まえ，単元の初めの時間に俯瞰の

時間が重要であることや話し合いの時間をきちん

と設けることを児童と確認した。そうすると，試合

では女子の活躍があまり見られなかったが，俯瞰の

際，試合に出ている仲間へ声かけする姿や試合後に

作戦を提案する姿が多く見られた。分析がよくでき

ている分，試合でもあいているところへ移動してパ

やりたくなる（主体）

設定した『探究』の姿

自分が思い描いた場所にパスしたり，練習試合

では，チームで協力して得点につなげる楽しさを

味わったりしている。

しかけ

できるだけ全体で集合する時間を省くことによ

って，活動する時間を増やす。パスが続くことで

“つながる楽しさ”を感じられるように朝練習の

時間を設ける。また，アルティメット協会の方をゲ

ストティーチャーに招き，指導していただく。

かかわる（協働）

設定した『探究』の姿

自分もチームの一員であることを意識して活動

したり話し合ったりして，チームの課題解決に向

けた作戦を立てたり，役割を決めたりしようとし

ている。

しかけ

チームでの活動を大切にし，準備体操からチー

ムごとに分かれて行う。また，練習でも試合でも

前向きな声かけをし合うことを忘れず，意思の疎

通を意識して行うようにする。

しかけ

チームでの活動を大切にし，準備体操からチー

ムごとに分かれて行う。また，練習でも試合でも

前向きな声かけをし合うことを忘れず，意思の疎

通を意識して行うようにする。

わかる・できる（活用）

設定した『探究』の姿

アルティメットのルールを理解した上で，セル

フジャッジを行い，あいているところを見つけて

パスを出したり，移動したりしている。

しかけ

練習試合・試合にて前半・後半でメンバーの入

れ替えを行うことで，外から試合の様子を俯瞰し，

友達の良い動きや上手くいかないところをどのよ

うにすればよいか試合後に話し合う時間を設け

る。

また，前単元で身に付けた「ボールの近くに集

まらず，ディフェンスをしたり，ゴール付近まで

移動したりする」も，初めのうちはパスの飛距離

が出ず，パスミスも多かったため，上手く活かす

ことができなかった（図６）。しかし，練習を重

ねるにつれ，ディスクを持っていない者が空いて

いるところを見つけて移動したり，ディスクを持

っている者が空いているところを見つけてパスを

出して仲間を移動させるプレーも見られるように

なった（図７）。

図６ ディスクの近くに集まっている様子

図７ 空いているところにパスを出す様子

本実践において，ゲームを見ることやゲーム後の振

り返りを行うことで特に「わかる」姿を引き出したい

と考えたが，このようなしかけでは，不十分であった

ように思われる。 
むしろ，わかる・できる姿を引き出すためには，繰

り返し練習することがやはり有効な手立てであったよ

うに思われる。 
一方で，セルフジャッジを行うことについては，教

師が介入し，「ルールを守る」といったマナー面の大切

さを子どもに自覚させることでセルフジャッジを行う

土台となるマナーが整ったと考えられる。 

ふふりりかかええるる（（省省察察））

ふりかえる姿として，「俯瞰の時間には，友達の

良いところを見つけたり，上手くいかないところ

を改善できるように話し合いをしたりする」，「次

回につなげられるようにする」といった２つの姿

を設定した。

先述したように，俯瞰の時間を上手く活用でき

ていたチームとそうでないチームがあった。パス

の際，相手の名前を呼んでいるチームもあるが，

あるチームでは俯瞰していた子どもが，「（試合

中に）パスをする時，相手の名前を呼んではどう

か。」と提案していた。話し合いの末，プレーして

いたりゅうたが，「対戦相手に分かってしまうから

やめておこう。」と言ったことで結論に至ったのだ

が，前単元同様に毎回チームの主となってプレー

している姿が見られた。また，話し合いの中で実

戦をもとに意見する姿も見られた（図８）。

授業終わりには毎回 分程度，ロイロノート

を用いて振り返りをする時間を確保した。自分や

自分のチームの反省，仲間の良いところ，そして

どの子も次回への意欲が見られた。

図８ 話し合っている様子

【子どもの振り返り】 

この振り返りからは，俯瞰の時間をしっかり使い，

グループごとの特徴をよく捉えている様子がうか

がえる。また，それ以外でも自分達のチームの課題

についても話し合いをし，次回へつなげようとして

いる様子がうかがえることから，俯瞰の時間をつく

ることが子どものふりかえる姿を豊かにすること

につながる考えられる。

４４．．授授業業のの考考察察

本実践では教師が意図的にチーム編成を行い，特

に普段ともに行動をしている児童同士が同じチー
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図 ８か所のスタート地点

６６．．１１．．５５．．単単元元のの流流れれ（（全全６６時時間間））

第第一一次次

試試ししののペペーーススラランンニニンンググををししてて，，単単元元のの目目標標をを確確認認
ししよようう！！（（１１時時間間目目））
子どもは，ハートレートセンサーをつけ，５分間

走ることをとおして，自身の運動を省察しながら，

探究するための「心拍数」や「運動強度」といった

メガネ（運動を見る視点）をもつ。また，本単元の

目標は「マイペースで５分間走り続けよう！」であ

ることを知り，既習事項である「一定のペースで走

ること」や新たな学習事項である「目標心拍数で走

ること」といった目標と出合い，学習をスタートす

る。

※※「「ママイイペペーースス」」……目目標標心心拍拍数数でで５５分分間間走走るる続続けけるるここ
ととががででききるる速速ささ

第第二二次次

ママイイペペーーススをを見見つつけけよようう！！（（２２・・３３時時間間目目））
マイペースで５分間走り続けることを目標とし，

学習をスタートした子どもが「自身のマイペースは

どれぐらいの速さなのだろう」「マイペースはどの

ようにすれば見つかるのだろう」といった問いをも

ち，運動を繰り返す。ハートレートセンサーで示さ

れる心拍数，主観的運動強度（ ），仲間に計測し

てもらうタイムを拠り所にしながら，マイペースを

見つける。

第第三三次次

ママイイペペーーススでで５５分分間間走走りり続続けけるるここととががででききるるよよ
ううににししよようう！！（（４４～～６６時時間間目目））
マイペースを見つけた子どもがマイペースで５

分間走り続けることを目標として運動する中で「一

定のペースで走ることができない」「目標の心拍数

で走ることができない」などの問題と出合い，「一

定のペースで５分間走り切るにはどうすればよい

のだろう」「目標の心拍数で５分間走り切るにはど

うすればよいのだろう」などの問いをもつ。このよ

うな問いの解決に向けた探究の中で，子どもは仲間

と共に協働しながら，自身の体や運動を振り返り，

目標の達成に向けて見通しをもって活動したり，運

動の仕方を適切に調整したりする。

６６．．２２．．引引きき出出ししたたいい『『探探究究』』のの姿姿ににつついいてて

ややりりたたくくななるる（（主主体体））…問いをもち，粘り強くマ

イペースランニングに取り組み，マイペースラン

ニングの楽しさを味わったり見出したりしている

姿

かかかかわわるる（（協協働働））…互いの目標の達成に向けて，

仲間と協力し合う中で，関わり合い，力を合わせ

ることのよさを実感している姿

わわかかるる・・ででききるる（（活活用用））…目標心拍数で 分間走

り続けることができるペース（マイペース）を見

つけ，マイペースを守って走り切ることができて

いる姿

ふふりりかかええるる（（省省察察））…目標の達成に向けて，「一定

のペース」「目標の心拍数」の観点から自己の体や

運動の様子を振り返り，目標の達成に向けて見通

しをもって活動したり，運動の仕方を適切に調整

したりすることができている姿

６６．．３３．．子子どどももがが『『探探究究』』すするるたためめののししかかけけ

ややりりたたくくななるる…持久走に対する子どものネガテ

ィブなイメージを解消し，自身の体力に応じた目標

で粘り強く運動するために以下の３つの「しかけ」

を行った。①同じ距離を速く走る持久走から，決ま

った時間を自分の体力に合わせて一定の速さで走

るペースランニングへの転換（運動の仕方の工夫）

②ハートレートセンサーを装着し，心拍数を拠り所

にした自分の体力にあった無理のない強度での運

動の実施（教具の工夫），③教材との出合いの場面

における「一定のペース」「個に応じた目標心拍数」

の視点を入れた単元目標の設定（目標とめざすゴー

ルの明確化）

目標心拍数を求める計算式

（最高心拍数－安静時心拍数）×目標強度（％）＋

安静時心拍数

※目標強度は ％～ ％の中から子ども自身が選択

※目標強度を ％にした場合、目標強度の所は「× 」となる。

スを待つ姿も見られたが，キャッチできる範囲が狭

く，パスミスが目立った。ルールを追加したり，チ

ームでその課題について話し合ったりする時間を

設けてもよかったのではないかと感じた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本実践は，ディスクを持たない時の動きを考える

ことに重きをおき指導してきた。試合中はどうして

も周りが見えづらくなってしまうが，俯瞰している

仲間がコート外から空いているところに仲間を動

かすような声かけをする姿が多々見られた。そこに

教師が積極的に関わっていき，価値づけることで，

俯瞰の時間をより良いものにしていった。また，授

業終了後の振り返りを必ず 10 分間確保することで，

タブレット端末への入力に追われるだけでなく，チ

ームで今回の練習試合を受けて良かったところや

改善点を出し合い，次回へ繋げられるような話し合

いが行われていた。 
しかし，提出された振り返りを見てみると，様々

な内容であったため，視点を絞った振り返りをさせ

てもよかったのではないかという課題が見られた。 

６６．．授授業業のの概概要要

６６．．１１．．第第５５・・６６学学年年（（複複式式体体育育科科））

６６．．１１．．１１．．体体つつくくりり運運動動

（（ママイイペペーーススラランンニニンンググ））

６６．．１１．．２２．．単単元元ににつついいてて

本単元は，第５・６学年における「体つくり運

動」（動きを持続する能力を高めるための運動）

にかかわる実践である。

６６．．１１．．３３．．子子どどももがが行行っったた運運動動ににつついいてて

動きを持続する能力（以下，持久力）を高める

ためには，適切な運動強度で一定の時間，運動を

続ける必要がある。そこで，適切な運動強度は

「心拍数」をもとにして設定し，一定の時間運動

を続けるために，一定のペースで「５分間のペー

スランニング」を行った。「一定のペース」「目標

心拍数」といった２つの視点で自己の運動の様子

を振り返りながら，５分間のペースランニングを

続けることで，子どもは必要な知識や技能を身に

付け，その結果として持久力を向上させることが

できると考えた。

本実践では，子ども一人一人が自分に合った運

動強度で５分間運動を続けることのできるペース

を「マイペース」として設定し，マイペースで５

分間ランニングを続ける方法を探究した。

図９ マイペースランニングをする子ども

６６．．１１．．４４．．場場のの設設定定

マイペースランニングは，１周 のトラック

を使用し，スタート地点は，８か所設けた。な

お，スタートは，１か所に 人を割り振り，それ

ぞれ別々の場所からスタートするようにした。

ふりかえる（省察）

設定した『探究』の姿

俯瞰の時間には，友達の良いところを見つけた

り，上手くいかないところを改善できるように話し

合いをしたりする。また，話し合ったことを次の学

習に生かすことができるようにする。

しかけ

俯瞰の時間に教師が積極的に関わり，チームの良

かったところや上手くいかなかったところを話し

合わせ，それを価値づける。

授業終了後の振り返りの時間を確保することで，

撮影した動画を見返したり，チームで話し合ったり

することでより良い活動に繋げる。
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図 ８か所のスタート地点

６６．．１１．．５５．．単単元元のの流流れれ（（全全６６時時間間））

第第一一次次

試試ししののペペーーススラランンニニンンググををししてて，，単単元元のの目目標標をを確確認認
ししよようう！！（（１１時時間間目目））
子どもは，ハートレートセンサーをつけ，５分間

走ることをとおして，自身の運動を省察しながら，

探究するための「心拍数」や「運動強度」といった

メガネ（運動を見る視点）をもつ。また，本単元の

目標は「マイペースで５分間走り続けよう！」であ

ることを知り，既習事項である「一定のペースで走

ること」や新たな学習事項である「目標心拍数で走

ること」といった目標と出合い，学習をスタートす

る。

※※「「ママイイペペーースス」」……目目標標心心拍拍数数でで５５分分間間走走るる続続けけるるここ
ととががででききるる速速ささ

第第二二次次

ママイイペペーーススをを見見つつけけよようう！！（（２２・・３３時時間間目目））
マイペースで５分間走り続けることを目標とし，

学習をスタートした子どもが「自身のマイペースは

どれぐらいの速さなのだろう」「マイペースはどの

ようにすれば見つかるのだろう」といった問いをも

ち，運動を繰り返す。ハートレートセンサーで示さ

れる心拍数，主観的運動強度（ ），仲間に計測し

てもらうタイムを拠り所にしながら，マイペースを

見つける。

第第三三次次

ママイイペペーーススでで５５分分間間走走りり続続けけるるここととががででききるるよよ
ううににししよようう！！（（４４～～６６時時間間目目））
マイペースを見つけた子どもがマイペースで５

分間走り続けることを目標として運動する中で「一

定のペースで走ることができない」「目標の心拍数

で走ることができない」などの問題と出合い，「一
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本実践は，ディスクを持たない時の動きを考える
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ふりかえる（省察）
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しかけ

俯瞰の時間に教師が積極的に関わり，チームの良
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撮影した動画を見返したり，チームで話し合ったり

することでより良い活動に繋げる。
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図 心拍数グラフ

図 主観的運動強度（きつさの度合い）

ふふりりかかええるる…運動後には，折れ線ペースグラフや

心拍数グラフなど，運動の様子を表した情報をも

とに，自己の体や運動の様子を振り返り，目標の

達成に向けて見通しをもって活動したり，運動の

仕方を適切に調整したりすることができるように

する。

７７．．授授業業のの実実際際とと考考察察

７７．．１１．．ややりりたたくくななるるししかかけけににつついいてて

７７．．１１．．１１．．ネネガガテティィブブななイイメメーージジのの解解消消

マイペースランニングの事前と事後のアンケ

ト結果から表１のような意識の変容が見られた。

長距離走に対して，ネガティブなイメージが減少

し，ポジティブなイメージをもつ子どもが増えて

いることが窺えるため，本実践のしかけは，子ど

もの長距離走に対するネガティブなイメージを解

消することができていると考える。

表１ 長距離走は好きですか？

７７．．１１．．１１．．２２ 自自身身のの体体力力にに応応じじたた目目標標でで粘粘りり

強強くく運運動動すするる

目標心拍数（運動強度）を自身の体力に応じて

選択できるようにすることで，自身に合った目標

を選択できていた。 ％を選択し，比較的低い運

動強度で運動を続けることを目標にする子どもも

いれば， ％を選択し，高い運動強度での運動を

続け，持久力アップをめざす子どももいた。

図 自身の体力に応じた目標設定の様子

また，図 のようなグラフを使用しながら，一

定のペース，一定の目標心拍数の２つの視点で評

価しながら，自身の運動の結果をレベル３（青色

ゾーン）に近づけようと粘り強くする学習に取り

組む姿が全ての子どもに見られた。

このことから，ハートレートセンサーを拠り所

にした無理のない範囲での運動の実施や「一定の

事前 事後
好き ０％
どちらかというと
好き

％

好きでも嫌いでも
ない

０

どちらかというと
嫌い

％

嫌い ％ ０％
図 ハートレートセンサー

（ ）

手首や腕に装着し，リアルタイムでの心拍数

の測定が可能である。ハートレートセンサー

は，それなしでは，見えにくい状態である心拍

数を子どもたちにとって見える化するという重

要な役割を果たしてくれる。持久力の向上を目

的とした運動を行う上で，心拍数は適切な運動

強度を確認するための大事な指標となるので，

ハートレートセンサーを使うなどして「心拍

数」と子どもとの出合いの場をつくることは，

子どもを主体にするための有効な手立てとなる

と考える。

ハートレートセンサーで計測する心拍数は，

タブレットに専用アプリ（ ）をイン

ストールし，使用することで，タブレットに図

のような画面が表示され，心拍数や運動強度

をモニターすることができる。

図 ハートレートセンサーと同期するタブレット

かかかかわわるる…仲間と「かかわる」中で，学習を広げ深

めることを必然とするために，「選手・マネージャ

ーシステム」を取り入れた。選手とマネージャーは，

異学年のペアとし，互いの目標達成に向けて，意見

を交流したり，運動をサポートし合ったりするなど，

協力し合いながら学習をすすめた。

図 選手とマネージャーの対話

わわかかるる・・ででききるる…ラップタイムの計測と折れ線ペー

スグラフの作成，心拍数の計測と折れ線心拍数グラ

フの作成，主観的運動強度の記入，ペアでの意見交

流を行うなど，様々な情報（データや仲間の考え）

を見える化する（潜在を顕在にする）ことで，印象

や感覚に留まらない具体的な理解を促すことがで

きるようにする。対象（教材）や他者と繰り返しか

かわり，技能を身に付けることができるように運動

時間を十分に確保する。

図 記録表

図 ペースグラフ

- 96- - 97-



図 心拍数グラフ

図 主観的運動強度（きつさの度合い）
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っているのかということを見てみたい。その際，録

音していた実際のペア対話記録をもとにした。

【事例Ⅰ】
ことね：マイペースが 秒で，目標心拍数が

で，最初 秒次は ， ， ，までち
ょうどよくて，で最後 で急に一気に４
秒差やから…。心拍数が一週目の時 で
結構いいなとおもったんやけど２周目か
ら一気に で結構あがりすぎやなと思
った。
でも２周目で になったのに３周目，

台で，４周目から 超えたんだけど，
超えて５周走れたのは，すごいと思う

んよな。
まいこ：そうな。うちも昨日 こえで４回走った。

やっぱり無心って大切やなって思いました。
無心が一番なんやな。

ことね：最初一周走っただけで， あがったか
らな。逆に こえてから，安定して
いるかもしれへん。

まいこ：これ以上あげれやんのかもしれんけど
な。

ことね：そやね。
こえたら，しんどいんやろうな。

一番しんどいっておもいはじめたのが
４周目くらいで，あと２分ってきいたと
き，あと２分も？って思ったから。

まいこ：あ～思った。
ことね：秒数的には普通に整ってるもんな。

秒数結構よかったから，がんばってしも
うたから，ずっと同じでいったらな。
， 。

心拍数あがってはやくなるのってどう
なってるのかなって思うんよ。

まいこ：でも，一番大きくて４秒やろ？すごい
よ。

ことね：ペース的にはレベル１はいってる。
まいこ：レベル２いってるんちゃうん？

レベル２か１。すごいよ。

ペース的にはいい。心拍数よな。問題は。
次どうしたい？

ことね：ひたすら無心。

ペアでの対話記録から，ことねの自己の運動に対

する気付きとして以下のようなものが読み取れる。

ここでは，ことねが，表やグラフで可視化された

様々な自己の運動に関する情報をもとにペアと意

見を交流しながら，自己の運動に対する気付きを高

めていった様子がうかがえる。

特にことねは，自身の運動の結果を「心拍数が

を超えて安定している」と捉えていたが，まいこは，

「 以上は心拍数があがらないのかもしれない」

と捉えており，２人の意見交流をとおして，ことね

は，最終的に自分の心拍数は，安定しているのでは

なく，これ以上上がらないくらいの心拍数まであが

っており，ペースはいいけれど，心拍数が上がり過

ぎであるという認識に至っている。

この点において，主観（実感）と客観（事実デー

タ）比べたり，関連づけたりする中で，気付きの質

が高まり，もう一つの客観（他者の主観）的な情報

が加わることでさらに気付きの質が高まる様子が

うかがえた。

【事例Ⅱ】
まいこ：自分は 秒にはいってないけど，まあま

あまあ，ちょうどいいか，ちょっとはや
いかでよかったけど。やっぱ 超えが
でちゃうんよね。やっぱそこをまずうち
は直したいとおもったけど，２周目が一
番よかったんかな？それぐらいのペース
でいったほうが自分はいいんやろうけど。
それだけ体力がない。
でも， こえが少なくなったのはうれし

①目標心拍数をこえて運動してしまっている

こと

② 周目から２周目で心拍数が一気に 拍あ

がったこと

③ 台で安定して走っており，これ以上心拍

数が上がらないくらいのタイムで走ってい

ること

④ペースは一定のペースで走れていること

⑤残り２分の時点ではすでにしんどくなって

いること

⑥ペースはいいけれど，心拍数が上がり過ぎな

ところ

ペース」「目標心拍数」を視点とした学習を進める

「マイペースランニング」は，子どもが自身の体

力に応じた目標で粘り強く運動を続けることがで

きることに有効であると考える。

図 ペースグラフと心拍数グラフ

７７．．２２．．かかかかわわるるししかかけけににつついいてて

マイペースランニングは，単元をとおして，ペ

アでの活動を基本とした。

ペアでの主な活動は次の通りである。

①①走走っってていいるる時時のの互互いいののララッッププタタイイムムやや心心拍拍数数のの

計計測測やや記記録録（（図図 ））

②②ペペアアででのの運運動動のの振振りり返返りり（（アアドドババイイススもも含含むむ））

（（図図 ））

図 ラップタイムや心拍数の計測や記録

図 記録を見ながらペアでの運動の振り返り

ペアで活動をすることによって，ランニング時に

は，マネージャーが， 周ずつのラップタイムや心

拍数を選手に伝える様子が見られた。また，タイム

や心拍数だけではなく，「その調子」「あごを下げて」

「リズム」「しっかり息はいて」など，ペースを一定

にしたり，心拍数を落ち着かせたりするためのアド

バイスをする様子も見られた。

運動の振り返り場面では，「ペースが一定ですご

いね」「心拍数があがりすぎているね。もう少しペ

ース落とした方がよかったんじゃない？」などのマ

ネージャーからの賞賛やアドバイスの言葉がみら

れ，選手とマネージャーでよりよい運動にしていこ

うとする姿が見られた。

また，選手の側からも「マネージャーから見てど

うだった？」などの発言が出され，マネージャーか

らの意見を重宝している様子が見られた。

このような子どもの姿から，「選手・マネージャ

ーシステム」の導入は，互いの目標達成に向けて，

意見を交流したり，運動をサポートし合ったりする

など，協力し合いながら学習をすすめるようにする

ことや仲間と力を合わせることのよさに気付かせ

ることに有効であったと考える。

７７．．３３．．わわかかるる・・ででききるるししかかけけににつついいてて

本実践では，運動の結果を次のようなツールを用

いて，見える化できるようにした。

①記録表

②ペース及び心拍数グラフ

③主観的運動強度（チェックシート）

また，運動時間を以下のように確保した。

①ウォーミングアップ（約６分）

②マイペースランニング（５分）

③クールダウン（約３分）

２組のペアを事例にしながら，ペアでの振り返り

によって，「わかる・できる」に関連した学びは起こ

選手

マネージャー

ペースグラフ

心拍数グラフ
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っているのかということを見てみたい。その際，録

音していた実際のペア対話記録をもとにした。

【事例Ⅰ】
ことね：マイペースが 秒で，目標心拍数が

で，最初 秒次は ， ， ，までち
ょうどよくて，で最後 で急に一気に４
秒差やから…。心拍数が一週目の時 で
結構いいなとおもったんやけど２周目か
ら一気に で結構あがりすぎやなと思
った。
でも２周目で になったのに３周目，

台で，４周目から 超えたんだけど，
超えて５周走れたのは，すごいと思う

んよな。
まいこ：そうな。うちも昨日 こえで４回走った。

やっぱり無心って大切やなって思いました。
無心が一番なんやな。

ことね：最初一周走っただけで， あがったか
らな。逆に こえてから，安定して
いるかもしれへん。

まいこ：これ以上あげれやんのかもしれんけど
な。

ことね：そやね。
こえたら，しんどいんやろうな。

一番しんどいっておもいはじめたのが
４周目くらいで，あと２分ってきいたと
き，あと２分も？って思ったから。

まいこ：あ～思った。
ことね：秒数的には普通に整ってるもんな。

秒数結構よかったから，がんばってしも
うたから，ずっと同じでいったらな。
， 。

心拍数あがってはやくなるのってどう
なってるのかなって思うんよ。

まいこ：でも，一番大きくて４秒やろ？すごい
よ。

ことね：ペース的にはレベル１はいってる。
まいこ：レベル２いってるんちゃうん？

レベル２か１。すごいよ。

ペース的にはいい。心拍数よな。問題は。
次どうしたい？

ことね：ひたすら無心。

ペアでの対話記録から，ことねの自己の運動に対

する気付きとして以下のようなものが読み取れる。

ここでは，ことねが，表やグラフで可視化された

様々な自己の運動に関する情報をもとにペアと意

見を交流しながら，自己の運動に対する気付きを高

めていった様子がうかがえる。

特にことねは，自身の運動の結果を「心拍数が

を超えて安定している」と捉えていたが，まいこは，

「 以上は心拍数があがらないのかもしれない」

と捉えており，２人の意見交流をとおして，ことね

は，最終的に自分の心拍数は，安定しているのでは

なく，これ以上上がらないくらいの心拍数まであが

っており，ペースはいいけれど，心拍数が上がり過

ぎであるという認識に至っている。

この点において，主観（実感）と客観（事実デー

タ）比べたり，関連づけたりする中で，気付きの質

が高まり，もう一つの客観（他者の主観）的な情報

が加わることでさらに気付きの質が高まる様子が

うかがえた。

【事例Ⅱ】
まいこ：自分は 秒にはいってないけど，まあま

あまあ，ちょうどいいか，ちょっとはや
いかでよかったけど。やっぱ 超えが
でちゃうんよね。やっぱそこをまずうち
は直したいとおもったけど，２周目が一
番よかったんかな？それぐらいのペース
でいったほうが自分はいいんやろうけど。
それだけ体力がない。
でも， こえが少なくなったのはうれし

①目標心拍数をこえて運動してしまっている

こと

② 周目から２周目で心拍数が一気に 拍あ

がったこと

③ 台で安定して走っており，これ以上心拍

数が上がらないくらいのタイムで走ってい

ること

④ペースは一定のペースで走れていること

⑤残り２分の時点ではすでにしんどくなって

いること

⑥ペースはいいけれど，心拍数が上がり過ぎな

ところ

ペース」「目標心拍数」を視点とした学習を進める

「マイペースランニング」は，子どもが自身の体

力に応じた目標で粘り強く運動を続けることがで

きることに有効であると考える。

図 ペースグラフと心拍数グラフ

７７．．２２．．かかかかわわるるししかかけけににつついいてて

マイペースランニングは，単元をとおして，ペ

アでの活動を基本とした。

ペアでの主な活動は次の通りである。

①①走走っってていいるる時時のの互互いいののララッッププタタイイムムやや心心拍拍数数のの

計計測測やや記記録録（（図図 ））

②②ペペアアででのの運運動動のの振振りり返返りり（（アアドドババイイススもも含含むむ））

（（図図 ））

図 ラップタイムや心拍数の計測や記録

図 記録を見ながらペアでの運動の振り返り

ペアで活動をすることによって，ランニング時に

は，マネージャーが， 周ずつのラップタイムや心

拍数を選手に伝える様子が見られた。また，タイム

や心拍数だけではなく，「その調子」「あごを下げて」

「リズム」「しっかり息はいて」など，ペースを一定

にしたり，心拍数を落ち着かせたりするためのアド

バイスをする様子も見られた。

運動の振り返り場面では，「ペースが一定ですご

いね」「心拍数があがりすぎているね。もう少しペ

ース落とした方がよかったんじゃない？」などのマ

ネージャーからの賞賛やアドバイスの言葉がみら

れ，選手とマネージャーでよりよい運動にしていこ

うとする姿が見られた。

また，選手の側からも「マネージャーから見てど

うだった？」などの発言が出され，マネージャーか

らの意見を重宝している様子が見られた。

このような子どもの姿から，「選手・マネージャ

ーシステム」の導入は，互いの目標達成に向けて，

意見を交流したり，運動をサポートし合ったりする

など，協力し合いながら学習をすすめるようにする

ことや仲間と力を合わせることのよさに気付かせ

ることに有効であったと考える。

７７．．３３．．わわかかるる・・ででききるるししかかけけににつついいてて

本実践では，運動の結果を次のようなツールを用

いて，見える化できるようにした。

①記録表

②ペース及び心拍数グラフ

③主観的運動強度（チェックシート）

また，運動時間を以下のように確保した。

①ウォーミングアップ（約６分）

②マイペースランニング（５分）

③クールダウン（約３分）

２組のペアを事例にしながら，ペアでの振り返り

によって，「わかる・できる」に関連した学びは起こ

選手

マネージャー

ペースグラフ

心拍数グラフ
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たんよ。それでそのまま加速してもうたか
ら，心拍数上がったと思うから，人と合わ
せやんとできるだけ，もうちょっと自分の
ペースであわせていきたいと思いました。

対話記録から，はるきの自己の運動に対する気付

きとして以下のようなものが読み取れる。

はるきは，ラップタイムが何秒，心拍数が何拍と

いう発言をせず，青レベルといった発言があること

から，ペースグラフや心拍数グラフに示されている

「レベル毎にわけられた赤・黄・青色」をたよりに

自己の運動の結果を振り返っている様子が窺える。

このことから，「一定のペース」「一定の心拍数」

といった視点での評価基準となるレベル分け（赤・

黄・青）が自己の運動の様子を捉え，自己の課題を

把握する上で有効に働いていると考える。

図 はるきのペースグラフ及び心拍数グラフ

【事例Ⅳ】

はるま：今回も一定のペースで走れたと思うし，心
拍数もまっすぐになっているからいいと
思いました。でも記録表をみたら，ところ
どころ （秒）とか４周目にあって，（設
定したマイペースは） （秒）なのに
（秒）とかあるから，ちょっとバラバラに
なってて，前よりちょっと調子が悪かった
かなと思います。マネージャーからみてど
うだった？

はるき：おれてきには，はるまはちょっとおかし
いなって思ったんよ。３・４周目は。２秒
もちがうから，大丈夫かなと（心配に）思
ったんやけど，序盤から， はちょっとと
ばし過ぎかなと思って。

はるま：とばし過ぎたかもしれんなあ。
はるき：どんどん一秒ずつおちていったから大丈夫

かなと思ったら，急に 秒に下がったか
ら，今日は，はるまが言ってたみたいにち
ょっと調子悪かったんかなって思うけど，
さすがっていうべきで，ここのほとんど目
標心拍，まあレベル２やけど，けっこうま
っすぐになってるから，それを くらい
やから，ここを目標心拍数にしたら，
でちょうどレベル３にもなるし，まっすぐ
にもなるからいいんかなって。

はるま：もうちょっといけるかな。
はるき：レベル３でいきたいよな。

ペア対話記録から，はるまの自己の運動に対する

気付きとして以下のようなものが読み取れる。

はるまは，まず，自己の運動の様子について「今

回も一定のペースで走れたと思うし，心拍数もまっ

すぐになっているからいいと思いました。」と振り

①ペースは一定のペースで走れていること

②心拍数が目標より上がり過ぎてしまったこ

と

③心拍数を目標に近づけるためにマイペース

の設定を下げる必要があること

④仲間との競争で心拍数が上がったと考えら

れることから、自分のペースで走ることが大

切であること

ペースグラフ

①ペースも心拍数もある程度一定で走れたこ

と

②最初は設定ペースより２秒速く，少し速く走

り過ぎたこと

③より高いレベルに工夫次第でいけるかもし

れないこと

赤赤
黄黄
青青
黄黄
赤赤

赤赤

黄黄
青青

黄黄

赤赤

かった。
次はやっぱりことねちゃんみたいに無心
になってみたいんよな。
どんな風に無心になってる？

ことね：なんかね，ずっと空みてたり，何も考えず
に走ってたりする。

まいこ：無心ってむずいなって思いながら無心に
なろうとおもったけど，無理だった。
きついとしか思ってなかった。
はるまとかにきいてもよかったかあ。無
心。

ことね：うち，あんまり無心じゃなかったかもし
れん。そう考えたら。

まいこ：リズムやな。リズム，うち乱れちゃったか
な？

ことね：ちょっとだけ思った。息がね。
まいこ：息どうすれば？
ことね：すごくあがってきたけど，なんかさあ，走

っているうち，うちが走るの遅いからか
もしれへんけど，深呼吸できてまう。

まいこ：できてまう？
ことね：できる，できる。
まいこ：うちまず，最初のときに深呼吸しといた

らいいんかなって思う。スタートする前
に。

ことね：スタートするときに落ち着けていくって
こと？

まいこ：そうそう。
まいこ：みんなどうな風にやってるかしらんけど。
ことね：きいてみる？
まいこ：はるまくんとかともくんとか。ちょうど

いいはるまとか。はるまにやっぱききた
いな。

ことね：けど， にあがらずまいこちゃんが３周
でいったのはすごいなって思います。

まいこ：全部，グラフみてたら， 秒に届いてな
いんよな。ギリギリ。
でも，差的にはよかったかなって自分で
は思った。心拍数ちょっとあがりすぎな

んよな。 ～ 。 くらいからすごい
ね。 ， あがって，体力的に。
今，たぶん心拍数あげれん子がおるかも
しれん。その子にとっては難しいんやろ
うな。うちは，心拍数を下げれない。

ペアでの対話記録から，まいこの自己の運動に対

する気付きとして以下のようなものが読み取れる。

まいこは，ラップタイムや心拍数の各種記録をも

とに，自身の運動を振り返っている様子がうかがえ

る。そして，その中で自身の運動の課題は心拍数を

下げることであることにはっきりと気付いた様子

がうかがえる。

このようなまいこの気付きが生まれたのは，やは

りまいこがしきりにラップタイムや心拍数を口に

出していることから，各種情報の可視化の効果が大

きいのだろうと考察する。

【事例Ⅲ】

はるき：今回は，結構ペースはよかったんやけど，
心拍数が徐々に上がり続けているから，３
～５周目以外は，ほんまに青（レベル３）
から外れた状態になってもうてるんよ。

はるま：うん。
はるき：ぺースはあおいところいってんのやけど

５周目がちょっと遅くなったって感じで，
その原因が，たぶんさっきも７周目くらい
に先生に言われたんやけど，力み過ぎって
いわれたんよな。
あとは，落ち着いていったんやけど，心拍
数をあげるのはとめれやんかって，あと一
時間あるわけやから，それをやろうと思っ
たら，ペースをもうちょっと下げるってい
うか，タイムを下げるっていうのを必要や
と思って，最後，ともをおれが一回ぬかし

①目標心拍数をこえて運動してしまっている

こと

②リズムが乱れてしまっているかもしれない

こと

③ペースは一定のペースで走れていること

④自分の運動の課題は、心拍数を下げることで

あること
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たんよ。それでそのまま加速してもうたか
ら，心拍数上がったと思うから，人と合わ
せやんとできるだけ，もうちょっと自分の
ペースであわせていきたいと思いました。

対話記録から，はるきの自己の運動に対する気付

きとして以下のようなものが読み取れる。

はるきは，ラップタイムが何秒，心拍数が何拍と

いう発言をせず，青レベルといった発言があること

から，ペースグラフや心拍数グラフに示されている

「レベル毎にわけられた赤・黄・青色」をたよりに

自己の運動の結果を振り返っている様子が窺える。

このことから，「一定のペース」「一定の心拍数」

といった視点での評価基準となるレベル分け（赤・

黄・青）が自己の運動の様子を捉え，自己の課題を

把握する上で有効に働いていると考える。

図 はるきのペースグラフ及び心拍数グラフ

【事例Ⅳ】

はるま：今回も一定のペースで走れたと思うし，心
拍数もまっすぐになっているからいいと
思いました。でも記録表をみたら，ところ
どころ （秒）とか４周目にあって，（設
定したマイペースは） （秒）なのに
（秒）とかあるから，ちょっとバラバラに
なってて，前よりちょっと調子が悪かった
かなと思います。マネージャーからみてど
うだった？

はるき：おれてきには，はるまはちょっとおかし
いなって思ったんよ。３・４周目は。２秒
もちがうから，大丈夫かなと（心配に）思
ったんやけど，序盤から， はちょっとと
ばし過ぎかなと思って。

はるま：とばし過ぎたかもしれんなあ。
はるき：どんどん一秒ずつおちていったから大丈夫

かなと思ったら，急に 秒に下がったか
ら，今日は，はるまが言ってたみたいにち
ょっと調子悪かったんかなって思うけど，
さすがっていうべきで，ここのほとんど目
標心拍，まあレベル２やけど，けっこうま
っすぐになってるから，それを くらい
やから，ここを目標心拍数にしたら，
でちょうどレベル３にもなるし，まっすぐ
にもなるからいいんかなって。

はるま：もうちょっといけるかな。
はるき：レベル３でいきたいよな。

ペア対話記録から，はるまの自己の運動に対する

気付きとして以下のようなものが読み取れる。

はるまは，まず，自己の運動の様子について「今

回も一定のペースで走れたと思うし，心拍数もまっ

すぐになっているからいいと思いました。」と振り

①ペースは一定のペースで走れていること

②心拍数が目標より上がり過ぎてしまったこ

と

③心拍数を目標に近づけるためにマイペース

の設定を下げる必要があること

④仲間との競争で心拍数が上がったと考えら

れることから、自分のペースで走ることが大

切であること

ペースグラフ

①ペースも心拍数もある程度一定で走れたこ

と

②最初は設定ペースより２秒速く，少し速く走

り過ぎたこと

③より高いレベルに工夫次第でいけるかもし

れないこと

赤赤
黄黄
青青
黄黄
赤赤

赤赤

黄黄
青青

黄黄

赤赤

かった。
次はやっぱりことねちゃんみたいに無心
になってみたいんよな。
どんな風に無心になってる？

ことね：なんかね，ずっと空みてたり，何も考えず
に走ってたりする。

まいこ：無心ってむずいなって思いながら無心に
なろうとおもったけど，無理だった。
きついとしか思ってなかった。
はるまとかにきいてもよかったかあ。無
心。

ことね：うち，あんまり無心じゃなかったかもし
れん。そう考えたら。

まいこ：リズムやな。リズム，うち乱れちゃったか
な？

ことね：ちょっとだけ思った。息がね。
まいこ：息どうすれば？
ことね：すごくあがってきたけど，なんかさあ，走

っているうち，うちが走るの遅いからか
もしれへんけど，深呼吸できてまう。

まいこ：できてまう？
ことね：できる，できる。
まいこ：うちまず，最初のときに深呼吸しといた

らいいんかなって思う。スタートする前
に。

ことね：スタートするときに落ち着けていくって
こと？

まいこ：そうそう。
まいこ：みんなどうな風にやってるかしらんけど。
ことね：きいてみる？
まいこ：はるまくんとかともくんとか。ちょうど

いいはるまとか。はるまにやっぱききた
いな。

ことね：けど， にあがらずまいこちゃんが３周
でいったのはすごいなって思います。

まいこ：全部，グラフみてたら， 秒に届いてな
いんよな。ギリギリ。
でも，差的にはよかったかなって自分で
は思った。心拍数ちょっとあがりすぎな

んよな。 ～ 。 くらいからすごい
ね。 ， あがって，体力的に。
今，たぶん心拍数あげれん子がおるかも
しれん。その子にとっては難しいんやろ
うな。うちは，心拍数を下げれない。

ペアでの対話記録から，まいこの自己の運動に対

する気付きとして以下のようなものが読み取れる。

まいこは，ラップタイムや心拍数の各種記録をも

とに，自身の運動を振り返っている様子がうかがえ

る。そして，その中で自身の運動の課題は心拍数を

下げることであることにはっきりと気付いた様子

がうかがえる。

このようなまいこの気付きが生まれたのは，やは

りまいこがしきりにラップタイムや心拍数を口に

出していることから，各種情報の可視化の効果が大

きいのだろうと考察する。

【事例Ⅲ】

はるき：今回は，結構ペースはよかったんやけど，
心拍数が徐々に上がり続けているから，３
～５周目以外は，ほんまに青（レベル３）
から外れた状態になってもうてるんよ。

はるま：うん。
はるき：ぺースはあおいところいってんのやけど

５周目がちょっと遅くなったって感じで，
その原因が，たぶんさっきも７周目くらい
に先生に言われたんやけど，力み過ぎって
いわれたんよな。
あとは，落ち着いていったんやけど，心拍
数をあげるのはとめれやんかって，あと一
時間あるわけやから，それをやろうと思っ
たら，ペースをもうちょっと下げるってい
うか，タイムを下げるっていうのを必要や
と思って，最後，ともをおれが一回ぬかし

①目標心拍数をこえて運動してしまっている

こと

②リズムが乱れてしまっているかもしれない

こと

③ペースは一定のペースで走れていること

④自分の運動の課題は、心拍数を下げることで

あること
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『探究』する授業づくりを実現するための教師の手

立て（しかけ）を明らかにすることを目的として取

り組むものであった。

第５学年「フライング・ディスク」の実践におい

ては，単元でめざした子どもの姿を具現化するため

の運動時間の確保や話し合いの時間の確保等に代

表されるような「時間の確保」といった視点での「し

かけ」が有功に働くことが明らかになった。

一方で，第５・６学年複式学級における「ペース

ランニング」の実践においては，全員がより確かな

知識・技能を身に付けるためには，６時間という単

元の時間設定では不十分であった可能性があると

いったことが課題として残った。

このような結果から，体育科の授業場面において

子どもが『探究』することができるようにするため

には，「時間の確保」といった視点での「しかけ」が

重要であり，子どもの実態とめざす子どもの姿に照

らし合わせて適切な時間設定を行うことで，子ども

の『探究』を促進させることができることが明らか

になったと言えるだろう。

また，第５学年「フライング・ディスク」の実践

において行った「ゲストティーチャーとの連携」「グ

ルーピング」，第５・６学年複式学級における「ペー

スランニング」の実践で行った選手・マネージャー

システムに代表されるような「人的環境を整える」

といった視点での「しかけ」も子どもの『探究』を

促進させる上で大変重要であることが明らかにな

った。

したがって，子どもの『探究』を促進させる上で

「時間の確保」，「人的環境を整える」といった視点

での「しかけ」が極めて重要であるということが言

えるだろう。

しかし，「時間の確保」，「人的環境を整える」とい

った手立てが適切に行われたからといって，確実に

めざす子どもの姿を具現化できるかというとそう

ではない。

第５学年の「フライング・ディスク」の実践にお

いて明らかになったように，作戦を立てる時間を確

保し，作戦を共に考えるための人的環境を整えたか

らといって，必ずしも，ねらいを達成できるような

作戦に気付いたり，作戦が生まれたりするとは限ら

ないのである。

このことから，子どもが『探究』する授業づくり

を行う上では，「時間の確保」，「人的環境を整える」

といった『探究』するための必要条件的なしかけに

加え，『探究』するための十分条件を満たすような

＋αの手立てが必要であるということが言えるだ

ろう。

例えば，５・６年生複式学級における「ペースラ

ンニング」において， 周のラップタイムや心拍数

の計測を行い，表やグラフに見える化することで，

自己の運動についての理解が深まったり，自己の運

動の修正すべき改善点が明らかになったりしたこ

とから， 機器の活用や情報の可視化といった視

点で行う「しかけ」は，＋αの手立てに該当するも

のなのではないだろうかと考える。

あるいは，「フライング・ディスク」，「ペースラン

ニング」の両方の実践において授業者が最も苦心し，

工夫したような，運動に対する子どものネガティブ

なイメージをポジティブに転換させることができ

るような「しかけ」（概念崩しを可能にする「しか

け」）などは，「時間の確保」，「人的環境を整える」

といった「しかけ」のように「前提となるしかけ」

ということができるのではないかと考える。

以上のことから，体育科の授業場面において，子

どもが『探究』する授業づくりを実現するための教

師の手立てを構想する際には，子どもの実態把握，

めざす子どもの姿を明らかにすることはもちろん，

その上で「前提となるしかけ」と「＋αのしかけ」

を考えていく必要があることが明らかになった。

今後は，特に「＋αのしかけ」について研究を進

め，子どもが『探究』する授業づくりを実現するこ

とができるようにしていきたいと考える。
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返っていることから「ペースも心拍数もある程度一

定で走れた」と評価してい様子が窺える。また，設

定タイムが 秒であったにもかかわらず， 秒を

記録したラップがあったことについては，「調子が

悪かった」と振り返っている。しかし，ペアの相手

であるはるきから最初の１周の 秒というラップ

タイムが速すぎたのではないかという指摘を受け，

一周目が速すぎたのではないかというように考え

るようになっている。マイペースより２秒遅い，

秒で走った周があったことを「調子が悪い」と結論

づけていたはるまが，はるきの意見を聞くことをと

おして，その原因を「一周目のペースの乱れにある」

と考え直した様子がうかがえる。

このことから，ペアでの対話により，新たな視点

で思考することができるようになったり，一人では

気付けなかった事柄に気付くことができるように

なったりしていると考える。

以上の４つの事例からもわかるとおり，運動の

結果を可視化し，ペア対話で振り返る活動を行う

ことは，目標心拍数で５分間走り続けることがで

きるペース（マイペース）を見つけ，マイペース

を守って走り切ることができているようになるこ

とに向けて，自他の運動に対する新たな気付きや

問いを生み出すことにつながっていると考える。

７７．．４４．．ふふりりかかええるるししかかけけににつついいてて

運動後には，折れ線ペースグラフや心拍数グラ

フなど，運動の様子を表した情報をもとに，自己

の体や運動の様子を振り返り，目標の達成に向け

て見通しをもって活動したり，運動の仕方を適切

に調整したりすることができるようにすることを

手立てとして行い，目標の達成に向けて，「一定の

ペース」「目標の心拍数」の観点から自己の体や運

動の様子を振り返り，目標の達成に向けて見通し

をもって活動したり，運動の仕方を適切に調整し

たりすることができる姿をめざしたが，前項の事

例Ⅰ～Ⅳからもわかるように，十分にこのことを

達成することができたと考える。

したがって，本実践でうった手立ては，適切で

あったと考える。

８８．．ママイイペペーーススラランンニニンンググのの成成果果とと課課題題

本実践においては，教師が意図した「やりたく

なる（主体）」「かかわる（協働）」「わかる・でき

る（活用）」「ふりかえる（省察）」の姿を実現する

ことができ，子どもの探究を促すための適切な手

立てをうつことができたと考える。

しかし，子どもへのアンケート結果から課題が

浮かびあがってきた。

それは，「単元の設定時間はどうだったか」とい

う点である。本単元は全６時間で設定したが，子

どもに対して「マイペースランニングの学習時間

は少なすぎる」と質問した結果，「はい（少なすぎ

る）」と回答した子どもが全体の ％いた。な

お，「いいえ」 ％，「わからない」 ％という結

果であった。

図 単元の設定時間はどうだったか

理由については追跡調査が必要であるが，おそ

らく，「ペースを一定にし，目標心拍数で走るよう

になるためにはもう少し時間が必要であったと感

じた」のではないかと考える。

単元の６時間目には，全員が一定のペースで走

ることができるようになってきたが，やはり，レ

ベル３（グラフの青色ゾーン）をめざした子ども

については，もっと時間がほしい。時間があれば

レベル３で安定させることができたのにと感じた

かもしれない。

また，目標心拍数については，目標よりも高い

ところで安定してしまった子どもが多く見られ

た。その点についてももっと低い心拍数で安定さ

せたかったという子どもについては，同じように

時間の不十分さを感じたかもしれない。

事前のアンケート結果では，長距離走について

ネガティブな印象をもつ子どもが大半であったた

め，８時間単元は，子どもの実態からすると「長

い」と感じる子どもが多くいいると予想された

が，結果的に子どもたちの知識・技能の定着とい

う観点からみれば，８時間～９時間単元でもよか

ったかもしれないと考察する。

本実践は，６時間単元であったため，「マイペー

スを見つけよう」「見つけたマイペースで５分間走

ろう」といった大きく２つの学習過程で構成する

ことになったが，８～９時間単元であれば，「さら

にペースと心拍数を安定させよう」という３つ目

の学習過程を加えることができるかもしれないと

考える。

９９．．成成果果とと課課題題

本研究は，体育科の授業場面において，子どもが

％％

％％

％％
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『探究』する授業づくりを実現するための教師の手

立て（しかけ）を明らかにすることを目的として取

り組むものであった。

第５学年「フライング・ディスク」の実践におい

ては，単元でめざした子どもの姿を具現化するため

の運動時間の確保や話し合いの時間の確保等に代

表されるような「時間の確保」といった視点での「し

かけ」が有功に働くことが明らかになった。

一方で，第５・６学年複式学級における「ペース

ランニング」の実践においては，全員がより確かな

知識・技能を身に付けるためには，６時間という単

元の時間設定では不十分であった可能性があると

いったことが課題として残った。

このような結果から，体育科の授業場面において

子どもが『探究』することができるようにするため

には，「時間の確保」といった視点での「しかけ」が

重要であり，子どもの実態とめざす子どもの姿に照

らし合わせて適切な時間設定を行うことで，子ども

の『探究』を促進させることができることが明らか

になったと言えるだろう。

また，第５学年「フライング・ディスク」の実践

において行った「ゲストティーチャーとの連携」「グ

ルーピング」，第５・６学年複式学級における「ペー

スランニング」の実践で行った選手・マネージャー

システムに代表されるような「人的環境を整える」

といった視点での「しかけ」も子どもの『探究』を

促進させる上で大変重要であることが明らかにな

った。

したがって，子どもの『探究』を促進させる上で

「時間の確保」，「人的環境を整える」といった視点

での「しかけ」が極めて重要であるということが言

えるだろう。

しかし，「時間の確保」，「人的環境を整える」とい

った手立てが適切に行われたからといって，確実に

めざす子どもの姿を具現化できるかというとそう

ではない。

第５学年の「フライング・ディスク」の実践にお

いて明らかになったように，作戦を立てる時間を確

保し，作戦を共に考えるための人的環境を整えたか

らといって，必ずしも，ねらいを達成できるような

作戦に気付いたり，作戦が生まれたりするとは限ら

ないのである。

このことから，子どもが『探究』する授業づくり

を行う上では，「時間の確保」，「人的環境を整える」

といった『探究』するための必要条件的なしかけに

加え，『探究』するための十分条件を満たすような

＋αの手立てが必要であるということが言えるだ

ろう。

例えば，５・６年生複式学級における「ペースラ

ンニング」において， 周のラップタイムや心拍数

の計測を行い，表やグラフに見える化することで，

自己の運動についての理解が深まったり，自己の運

動の修正すべき改善点が明らかになったりしたこ

とから， 機器の活用や情報の可視化といった視

点で行う「しかけ」は，＋αの手立てに該当するも

のなのではないだろうかと考える。

あるいは，「フライング・ディスク」，「ペースラン

ニング」の両方の実践において授業者が最も苦心し，

工夫したような，運動に対する子どものネガティブ

なイメージをポジティブに転換させることができ

るような「しかけ」（概念崩しを可能にする「しか

け」）などは，「時間の確保」，「人的環境を整える」

といった「しかけ」のように「前提となるしかけ」

ということができるのではないかと考える。

以上のことから，体育科の授業場面において，子

どもが『探究』する授業づくりを実現するための教

師の手立てを構想する際には，子どもの実態把握，

めざす子どもの姿を明らかにすることはもちろん，

その上で「前提となるしかけ」と「＋αのしかけ」

を考えていく必要があることが明らかになった。

今後は，特に「＋αのしかけ」について研究を進

め，子どもが『探究』する授業づくりを実現するこ

とができるようにしていきたいと考える。

参考文献

 
大島寛（ ）「フライングディスクノート」貝塚市
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返っていることから「ペースも心拍数もある程度一

定で走れた」と評価してい様子が窺える。また，設

定タイムが 秒であったにもかかわらず， 秒を

記録したラップがあったことについては，「調子が

悪かった」と振り返っている。しかし，ペアの相手

であるはるきから最初の１周の 秒というラップ

タイムが速すぎたのではないかという指摘を受け，

一周目が速すぎたのではないかというように考え

るようになっている。マイペースより２秒遅い，

秒で走った周があったことを「調子が悪い」と結論

づけていたはるまが，はるきの意見を聞くことをと

おして，その原因を「一周目のペースの乱れにある」

と考え直した様子がうかがえる。

このことから，ペアでの対話により，新たな視点

で思考することができるようになったり，一人では

気付けなかった事柄に気付くことができるように

なったりしていると考える。

以上の４つの事例からもわかるとおり，運動の

結果を可視化し，ペア対話で振り返る活動を行う

ことは，目標心拍数で５分間走り続けることがで

きるペース（マイペース）を見つけ，マイペース

を守って走り切ることができているようになるこ

とに向けて，自他の運動に対する新たな気付きや

問いを生み出すことにつながっていると考える。

７７．．４４．．ふふりりかかええるるししかかけけににつついいてて

運動後には，折れ線ペースグラフや心拍数グラ

フなど，運動の様子を表した情報をもとに，自己

の体や運動の様子を振り返り，目標の達成に向け

て見通しをもって活動したり，運動の仕方を適切

に調整したりすることができるようにすることを

手立てとして行い，目標の達成に向けて，「一定の

ペース」「目標の心拍数」の観点から自己の体や運

動の様子を振り返り，目標の達成に向けて見通し

をもって活動したり，運動の仕方を適切に調整し

たりすることができる姿をめざしたが，前項の事

例Ⅰ～Ⅳからもわかるように，十分にこのことを

達成することができたと考える。

したがって，本実践でうった手立ては，適切で

あったと考える。

８８．．ママイイペペーーススラランンニニンンググのの成成果果とと課課題題

本実践においては，教師が意図した「やりたく

なる（主体）」「かかわる（協働）」「わかる・でき

る（活用）」「ふりかえる（省察）」の姿を実現する

ことができ，子どもの探究を促すための適切な手

立てをうつことができたと考える。

しかし，子どもへのアンケート結果から課題が

浮かびあがってきた。

それは，「単元の設定時間はどうだったか」とい

う点である。本単元は全６時間で設定したが，子

どもに対して「マイペースランニングの学習時間

は少なすぎる」と質問した結果，「はい（少なすぎ

る）」と回答した子どもが全体の ％いた。な

お，「いいえ」 ％，「わからない」 ％という結

果であった。

図 単元の設定時間はどうだったか

理由については追跡調査が必要であるが，おそ

らく，「ペースを一定にし，目標心拍数で走るよう

になるためにはもう少し時間が必要であったと感

じた」のではないかと考える。

単元の６時間目には，全員が一定のペースで走

ることができるようになってきたが，やはり，レ

ベル３（グラフの青色ゾーン）をめざした子ども

については，もっと時間がほしい。時間があれば

レベル３で安定させることができたのにと感じた

かもしれない。

また，目標心拍数については，目標よりも高い

ところで安定してしまった子どもが多く見られ

た。その点についてももっと低い心拍数で安定さ

せたかったという子どもについては，同じように

時間の不十分さを感じたかもしれない。

事前のアンケート結果では，長距離走について

ネガティブな印象をもつ子どもが大半であったた

め，８時間単元は，子どもの実態からすると「長

い」と感じる子どもが多くいいると予想された

が，結果的に子どもたちの知識・技能の定着とい

う観点からみれば，８時間～９時間単元でもよか

ったかもしれないと考察する。

本実践は，６時間単元であったため，「マイペー

スを見つけよう」「見つけたマイペースで５分間走

ろう」といった大きく２つの学習過程で構成する

ことになったが，８～９時間単元であれば，「さら

にペースと心拍数を安定させよう」という３つ目

の学習過程を加えることができるかもしれないと

考える。

９９．．成成果果とと課課題題

本研究は，体育科の授業場面において，子どもが

％％

％％

％％
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